
ファイバチャネル NPV

この章の内容は、次のとおりです。

•ファイバチャネル接続の概要（1ページ）
• FC NPVの注意事項と制約事項（3ページ）
• GUIを使用した FC NPVの設定（3ページ）
• APIC GUIを使用して、FC接続の基本設定（9ページ）
• NX-OS CLIを使用したポリシーまたはプロファイルのない FC接続の設定（10ページ）
•ポリシーまたは NX-OSは、CLIを使用したプロファイルと FC接続の設定（12ページ）
• REST APIを使用した FC接続の設定（13ページ）

ファイバチャネル接続の概要
スイッチは、NPVを有効にした後はNPVモードになります。NPVモードはスイッチ全体に適
用されます。NPVモードのスイッチに接続するすべてのエンドデバイスは、Nポートとして
ログインし、この機能を使用する必要があります（ループ接続デバイスはサポートされていま

せん）。（NPVモードの）エッジスイッチから NPVコアスイッチへのすべてのリンクは、
（Eポートではなく）NPポートとして確立されます。このポートは、通常のスイッチ間リン
クに使用されます。

FC NPVの利点

FC NPVでは次の機能を提供します。

•ファブリックのドメイン IDを追加することがなく、ファブリックに接続しているホスト
数の増加する

• FCおよび FCoEホストとターゲットの FCインターフェイスを使用した SANファブリッ
クへの接続

•自動トラフィックマッピング

•スタティックトラフィックマッピング

•自動ロードバランシングの中断
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FC NPVモード

ACIの Feature-set fcoe-npvは、最初に FCoE/FC設定がプッシュされるときに、デフォルトで自
動的に有効なります。

FCトポロジ

ACIファブリックでFCトラフィックをサポートする一般的な設定のトポロジは、次のコンポー
ネントで構成されています。

•リーフは、FCoE NPポートまたはネイティブ FC NPポートを使用して FCスイッチに接続
できます。

• ACIリーフは、FCoEリンクを使用してサーバ/ストレージと直接接続することができま
す。

• FC/FCoEトラフィックは、ファブリック/スパインには送信されません。リーフスイッチ
では、FCoEトラフィックのローカルスイッチングは実行しません。スイッチングは、
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FC/FCoE NPVリンク経由でリーフスイッチと接続されているコアスイッチによって行わ
れます。

• Flogiに続く複数の FDISCは、FCoEホストと FC/FCoE NPリンクによりサポートされま
す。

FC NPVの注意事項と制約事項
FC NPVを設定する場合、次の注意事項および制限事項に注意してください。

• FC設定に使用できるポートの範囲は 1～ 48です。ポート 49～ 54までは FCポートを変
換できません。

• Fポートとしての FCポートモードはサポートされていません。

• SANポートチャネルがサポートされていません。

• FC NPVリンクで FEX経由の FCoEホストはサポートされていません。

• FC速度の自動化および 32 Gはサポートされていません。

• ACIリーフ 93180YC-FXポートが 8 G速度で設定されているとき、Brocade Port Blade
FC16-32への FC Uplink（NP）接続はサポートされていません。

• FCトランクモード ONおよび自動化はサポートされていません。

• FC塗りつぶしパターン ARBFFはサポートされていません。

• FCは 40 Gおよびブレイクアウトポートではサポートされていません。

• FCポートでは、FEX起動はサポートされていません。

• FC NPVのサポートは、リリース 3.2(1)において N9K-C93180YC-FXに限られます。

•イーサネットから FC（またはその逆）のポート変換には、スイッチのリロードが必要で
す。現在 1個のポートの連続範囲のみ FCポートに変換可能で、この範囲はあり 4の倍数
で終わるポート番号である必要があります。例：1 ~ 4、1 ~ 8、または 21-24。

GUIを使用した FC NPVの設定

始める前に

• ACIファブリックがインストールされています。

•ポートチャネル (PC)トポロジ上で導入する場合、ポートチャネルはGUIを使用したACI
リーフスイッチのポートチャネルの設定の説明に従ってセットアップします。

•仮想ポートチャネル (VPC)トポロジ上で導入する場合、ポートチャネルはGUIを使用し
たACIリーフスイッチの仮想ポートチャネルの設定の説明に従ってセットアップします。
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• VPC-PO上での NPポートの導入はサポートされていません。

手順

ステップ 1 FC NPV設定をサポートするすべてのリーフスイッチポリシ－を指定し、まとめるために、
FC NPV補助スイッチのポリシーグループを作成します。

このポリシーグループは、NPVホストとして機能するリーフスイッチに適用されます。

a) APIC拡張GUIで、APICメニューバーから、 Fabric >External Access Policies > Switches >
Leaf Switches > Policy Groupsをクリックします。

b) Policy Groupsを右クリックして、Create Access Switch Policy Groupをクリックします。
c) [Create Access Switch Policy Group]ダイアログボックスで、以下で説明する設定を指定し
て、[Submit]をクリックします。

説明ポリシー

スイッチポリシーグループを識別します。Name

このスイッチポリシーグループの FCoE補助機能を示す名前を入力します。
たとえば、 fcoe_switch_policy_grpのようにします。

次の SANポリシーの値を指定します:Fiber Channel
SAN Policy

• FCプロトコルの EDTOV (デフォルト: 2000)

• FCプロトコルの RATOV (デフォルト: 10000)

•リーフスイッチが使用するMACアドレスのプレフィックス (FCマップ
とも呼ばれます)。この値は、同じポートに接続されているピアデバイス
の値と一致する必要があります。通常、デフォルト値のOE:FC:00が使用
されます。

ドロップダウンオプションボックスをクリックします。

•デフォルトのEDTOV、RATOV、およびMACアドレスのプレフィックス
値を使用するには、defaultをクリックします。

•既存のポリシーで指定した値を使用するには、そのポリシーをクリック
します。

•新しいカスタマイズされたMACアドレスプレフィックスを指定する新
しいポリシーを作成するには、Create Fiber Channel SAN Policyをクリッ
クして、プロンプトに従います。

次の値を指定します:Fiber Channel
Node Policy

•中断型ロードバランシング (デフォルト:無効)

新しいアップリンクがオンラインになったとき、FCoEトラフィック上で
中断型ロードバランシングを実行するかどうかを指定します。
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説明ポリシー

• FIPキープアライブ間隔 (デフォルト: 8)

FCoE接続に適用されるキープアライブ間隔を指定します。

ドロップダウンオプションボックスをクリックします。

•デフォルト値を使用するには、[デフォルト]をクリックします。

•既存のポリシーで指定した値を使用するには、そのポリシーをクリック
します。

•別の値を指定する新しいポリシーを作成するには、Create Fiber Channel
Node Policyをクリックして、プロンプトに従います。

ステップ 2 FCNPVのトラフィックをサポートするリーフスイッチのリーフプロファイルを作成します。

このプロファイルは、スイッチ、または前の手順で設定した、スイッチポリシーグループを

割り当てるリーフスイッチのセットを指定します。この関連付けにより、事前定義されたポリ

シーの設定で FC NPVのトラフィックをサポートするスイッチのセットを有効にします。

a) APICメニューバーから始めて、Fabric>ExternalAccess Policies>Switches>Leaf Switches>
Profilesをクリックします。

b) Profilesを右クリックし、Create Leaf Profileをクリックします。
c) [リーフプロファイルの作成]ダイアログで、リーフプロファイルを作成し名前を付けます
（例：NPV 1）

d) また、Create Leaf Profileダイアログの Leaf Selectorsテーブルで、+をクリックしてテー
ブルで新しい行を作成し、NPVデバイスとして動作するリーフスイッチを指定します。

e) テーブルの新しい行で、リーフ名とブロックを選択し、前のステップで作成したスイッチ
ポリシーグループを割り当てます。

f) [Next（次へ）]をクリックし、さらに [Finish（終了）]をクリックします。

ステップ 3 FC補助インターフェイスポリシーグループを作成します:

a) APICメニューバーで、 Fabric > External Access Policies > Interfaces > Leaf Interfaces >
Policy Groups > FC Interfaceをクリックします。

b) FC Interfaceを右クリックして、Create FC Interface Policy Groupダイアログボックスを
開きます。

c) Create FC Interface Policy Groupダイアログボックスで、次の操作を実行します:

説明オプション

FCインターフェイスポリシーグループを識別します。Name

このインターフェイスポリシーグループのFC補助機能を示す名前を入力し
ます。

ファイバチャネルインターフェイスポリシーの値を指定します:Fibre Channel
Interface Policy

• Name—ファイバチャネルインターフェイスポリシーの名前。
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説明オプション

• Port Mode—NP (ポートモード Fは、3.2(1)リリースではサポートされ
ていません)。

• Trunk Mode— trunk-off (trunk-onと autoは、3.2(1)リリースではサポー
トされていません)。

• Speed—4Gbps/8Gbps/16Gbps (autoおよび 32Gbpsは、3.2(1)リリースで
はサポートされていません)。

• Fill Pattern—IDLE (ARBFFは、3.2(1)リリースではサポートされていま
せん)。

• Receive Buffer Credit— 64 (デフォルト)

ドロップダウンオプションボックスをクリックします:

•既存のポリシーで指定した値を使用するには、そのポリシーをクリック
します。

•別の値を指定する新しいポリシーを作成するには、[FiberChannel Interface
Policy]をクリックして、プロンプトに従います。

ステップ 4 NPポート接続をサポートするインターフェイスプロファイルと、その他のポートポリシーの
バリエーションと関連付けられる、オプションの付加的なプロファイルを作成します。

a) APICバーメニューで、Fabric > External Access Policies > Interfaces > Leaf Interfaces >
Profilesをクリックします。

b) Profilesを右クリックし、Create Leaf Interface Profileを選択します。
c) Create Leaf Interface Profileダイアログで、プロファイルのわかりやすい名前を入力しま
す。たとえば、FC_NP_port_Interface-Profile-1などのようにします。

d) インターフェイスの Selectorsテーブルで、 +をクリックして、Create Access Port Selector
ダイアログを表示します。このダイアログを使用すると、インターフェイスの範囲を表示

し、次の表に記載されたフィールドに設定を適用できます。

説明オプション

この範囲の説明となる名前。Name

この範囲が適用されるインターフェイスの設定を指定します。Interface IDs

•この範囲にインターフェイスの範囲を含めるには、下限と上
限をハイフンで区切って入力します。たとえば、 1/5-16の
ようにします。

前の手順で設定した、NPポートポリシーグループの名前。Interface Policy Group

ステップ 5 FC NPVトラフィックにグローバル QoSポリシーを適用するかどうかを設定します。
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異なるレベルの (1、2、または 3) FCおよび FCoEのトラフィックには、異なる QoSポリシー
を指定することができます。

a) APICバーメニューで、Fabric > External Access Policies > Global > QoS Classをクリック
し、Preserve CoSフラグを QoS Class Policiesペインで有効にします。

b) QoS Class Policy - Level 1、QoS Class Policy - Level 2、または QoS Class Policy - Level 3
ダイアログで、次のフィールドを編集して、 PFCとノードロップ CoSを指定します。そ
れから Submit.をクリックします。

PFCとノードロップ CoSで設定できるのは 1レベルだけです。（注）

説明ポリシー

FCトラフィックのこのレベルで優先順位フロー制御を有効にするかどう
かを指定します (デフォルト値は falseです)。

PFC管理状態

優先順位コントロールは、FCトラフィックのこのレベルでの輻輳アルゴ
リズムをノードロップに設定します。

FCトラフィックで輻輳が発生した場合でも、ノードロップパケット処
理を要求する CoSレベル

CoS

ステップ 6 ファイバチャネルドメインを定義します。仮想 SAN (VSAN)のセットを作成し、それらを既
存の VLANの設定にマップします。

a) APICバーメニューで、 Fabric > External Access Policies > Physical and External Domains >
Fiber Channel Domainsをクリックします。

b) Fiber Channel Domainsを右クリックして、Create Fiber Channel Domainをクリックしま
す。

c) Fiber Channel Domainダイアログで、次の設定を指定します:

説明/処理オプショ

ン

作成する VSANドメインに割り当てる名前またはラベルを指定します。(たとえ
ば vsan-dom2など)

Name

このドメインに割り当てられる VSANプール。VSANPool

•既存のVSANプールを選択するには、ドロップダウンをクリックしてリスト
から選択します。変更する場合は、編集アイコンをクリックします。

• VSANプールを作成するには、Create a VSAN Poolをクリックします。

VSANプールを作成するダイアログで、プロンプトに従って以下を設定します:

• FCoEをサポートするには、静的リソース割り当て方法が用いられます。

• FCoE Fポートインターフェイスと NPポートインターフェイスを割り当て
る際に利用できる VSANの範囲です。
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説明/処理オプショ

ン

最小値は 1です。最大値は 4078です。

必要であれば、複数の範囲の VSANを設定できます。

（注）

VSANプールのメンバーがマッピングで使用できる VLANのプール。VLAN
プール

VLANプールは、このドメインのFCoE接続をサポートする際に利用する、VLAN
の数値範囲を指定します。指定した範囲内のVLANが、VSANがマップを行う際
に利用できます。

•既存のVLANプールを選択するには、ドロップダウンをクリックしてリスト
から選択します。変更する場合は、編集アイコンをクリックします。

• VLANプールを作成するには、Create a VLAN Poolをクリックします。

VLANプールを作成するダイアログで、プロンプトに従って以下を設定します:

• FCoEをサポートするには、静的リソース割り当て方法が用いられます。

• VSANでマッピングを行う際に利用できる VLANの範囲です。

最小値は 1です。最大値は 4094です。

必要であれば、複数の範囲の VLANを設定できます。

（注）

このドメインの VSAN属性マップVSAN Attr

VSAN属性は、VSANプールの VSANを、VLANプールの VLANにマッピング
します。

•既存のVSAN属性マップを選択するには、ドロップダウンをクリックしてリ
ストから選択します。変更する場合は、編集アイコンをクリックします。

• VSAN属性マップを作成するには、Create VSAN Attributesをクリックしま
す。

VSAN属性を構成するダイアログで、プロンプトに従って以下を設定します:

•適切なロードバランシングオプション (src-dst-ox-id or src-dst-id)。

•個々のVSANから個々のVLANへのマッピング。たとえば vsan-8を vlan 10
にマッピングします

このドメインのために指定した範囲の VSANと VLANだけが、相
互にマッピングできます。

（注）

ステップ 7 ファイバチャネルドメインをポリシーグループにバインドするには、アタッチされるエンティ
ティプロファイルを作成します。
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a) APICメニューバーで、Fabric > External Access Policies > Interfaces > Leaf Interfaces >
Policy Groups > interface_policy_group_nameをクリックします。

この手順の interface_policy_group_nameは、手順 3で定義したインターフェイスポリシ－
グループです。

b) インターフェイスポリシーグループのダイアログボックスで、[Attached Entity Profile]ド
ロップダウンをクリックし、既存のアタッチエンティティプロファイルを選択するか、

Create Attached Entity Profileをクリックして、新しいものを作成します。
c) [Attached Entity Profile]ダイアログでは、以下の設定を指定します:

説明フィールド

このアタッチンティティプロファイルの名前Name

インターフェイスポリシーグループに関連付けられるドメイン

が一覧表示されます。

Domains To Be Associated To
Interfaces

この場合、手順 6で設定したファイバチャネルドメインを選択
します。

Submitをクリックします。

ステップ 8 リーフプロファイルと NPポートインターフェイスプロファイルを関連付けます。

a) APICメニューバーで、Fabric>ExternalAccess Policies> Switches>Leaf Switches>Profiles>
leaf_switch_profile_nameをクリックします。

この手順の leaf_switch_profiles_nameは、Step 2で定義したプロファイルです。

b) もう一度 Associated Interface Selector Profilesテーブルで、+をクリックしてテーブルの新
しい行を作成し、手順 5で作成したNPポートインターフェイスプロファイルを選択しま
す。

c) Submitをクリックします。

FCポートに関連して選択した設定は、スイッチをリロードするまでは有効にな
りません。

（注）

APIC GUIを使用して、FC接続の基本設定
ファイバチャネル接続の設定を簡略化したインターフェイスの次の手順を使用します。

始める前に

• ACIファブリックがインストールされます。

• VPC PO over NPポートの導入はサポートされていません。
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手順

ステップ 1 APIC高度な GUIで、開始、 APICメニューバーでをクリックして ファブリック > インベン
トリ > トポロジ 内、 トポロジ 作業ペイン を選択 インターフェイス 。

ステップ 2 モード ドロップダウン、select イーサネット/FC 。

ステップ 3 インターフェイス メニューバーをクリックして、 + を開くにアイコン、 スイッチの追加
ダイアログボックスおよび設定して、をクリックして [スイッチ/es 選択の追加 。

ステップ 4 FCおよびをクリックして設定するポート/sを選択 Submit ]をクリックし、 リロード and
Submit 。

選択がリロードされ、送信した後、FC選択したポート/s設定によるまでには影響は
なりません。

（注）

NX-OSCLIを使用したポリシーまたはプロファイルのない
FC接続の設定

次の例コマンドシーケンスは、FCoE接続をサポートするように設定テナント t1でブリッジ
ドメイン b1を作成します。

始める前に

•ターゲットテナントの下には、FCoEトラフィックをサポートするブリッジドメインを設
定します。

手順

ステップ 1 FCoE接続をブリッジドメインを作成します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# bridge-domain b1
apic1(config-tenant-bd)# fc
apic1(config-tenant-bd)# vrf member v1
apic1(config-tenant-bd)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 2 同じのテナントの下には、FCoEに設定されたブリッジドメインとターゲットEPGを関連付け
ます。次のコマンドシーケンスの例では、EPG e1を作成し、FCoEに設定されたブリッジド
メイン b1にその EPGを関連付けます。

例：
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apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# application a1
apic1(config-tenant-app)# epg e1
apic1(config-tenant-app-epg)# bridge-domain member b1
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 3 次の例では、1～ 10の VSANで VSANドメイン dom1が作成されます。

例：

apic1(config)# vsan-domain dom1
apic1(config-vsan)# vsan 1-10

ステップ 4 ポートの範囲をイーサネットから FCモードに変換します。次の例では、スイッチのポート
1/1-4を 101から FCに変換します。

例：

apic1# config
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# slot 1
apic1(config-leaf-slot)# port 1 4 type fc
apic1(config-leaf-slot)# exit
apic1(config-leaf)# exit

イーサネットから FC（およびその逆）へのポート変換には、スイッチのリロードが
必要です。

（注）

ステップ 5 FCインターフェイスを NPモードに設定します。次の例では、インターフェイス fc 1/10にさ
まざまなインターフェイスプロパティを設定し、VSANドメイン dom1にそのインターフェイ
スを関連付けます。対象のインターフェイスのそれぞれが、ネイティブモードで1個（そして
1個のみ）の VSANを割り当てる必要があります。サンプルコマンドシーケンスは、対象の
インターフェイス 1/10をネイティブ VSANとして VSAN 10に関連付け、テナント t1で EPG
e1およびアプリケーション a1に関連付けます。

例：

apic1(config-leaf)# interface fc 1/10
apic1(config-leaf-fc-if)# switchport mode [f | np]
apic1(config-leaf-fc-if)# switchport rxbbcredit <16-64>
apic1(config-leaf-fc-if)# switchport speed [16G | 32G | 4G | 8G | auto | unknown]
apic1(config-leaf-fc-if)# vsan-domain member dom1
apic1(config-leaf-fc-if)# switchport vsan 10 tenant t1 application a1 epg e1

ステップ 6 サーバポートをアップリンクポートにピンするためトラフィックマップを作成します。次の
例では、FC1/7アップリンクインターフェイスにピンされているvFC1/47サーバインターフェ
イスにトラフィックマップを作成します。

例：

apic1# config
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# npv traffic-map server-interface vfc 1/47 label label1 tenant tenant1
application app1 epg epg1
apic1(config-leaf)# npv traffic-map external-interface fc 1/7 tenant tenant1 label label1
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ポリシーまたは NX-OSは、CLIを使用したプロファイル
と FC接続の設定

次の例コマンドシーケンスは、FCoE接続をサポートするように設定テナント t1でブリッジ
ドメイン b1を作成します。

始める前に

•ターゲットテナントの下には、FCoEトラフィックをサポートするブリッジドメインを設
定します。

手順

ステップ 1 FCoE接続をブリッジドメインを作成します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# bridge-domain b1
apic1(config-tenant-bd)# fc
apic1(config-tenant-bd)# vrf member v1
apic1(config-tenant-bd)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 2 同じのテナントの下には、FCoEに設定されたブリッジドメインとターゲットEPGを関連付け
ます。次の例コマンドシーケンスは、EPG e1を作成し、FCoEに設定されたブリッジドメイ
ン b1にその EPGを関連付けます。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# application a1
apic1(config-tenant-app)# epg e1
apic1(config-tenant-app-epg)# bridge-domain member b1
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 3 VSANドメインを作成します。次の例では、1 ~ 10の vsanの vsanドメイン dom1が作成されま
す。

例：

apic1(config)# vsan-domain dom1
apic1(config-vsan)# vsan 1-10

ステップ 4 NPポートインターフェイスのインターフェイスポリシーグループを作成します。サンプル
コマンドシーケンスは、FCインターフェイスポリシーグループ ipg2を作成し、このポリシー
グループに適用されているインターフェイスの値を決定する値の組み合わせを割り当てます。
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例：

apic1(config)# template fc-policy-group ipg1
apic1(config-fc-pol-grp-if)# switchport ?
fill-pattern Configure fill pattern for fc interface
mode Configure port mode for fc interface
rxbbcredit Configure rxBBCredit for fc interface
speed Configure speed for fc interface
trunk-mode Configure trunk-mode for fc interface
apic1(config-fc-pol-grp-if)# switchport fill-pattern [ARBFF | IDLE]
apic1(config-fc-pol-grp-if)# switchport mode [f | np]
apic1(config-fc-pol-grp-if)# switchport rxbbcredit <16-64>
apic1(config-fc-pol-grp-if)# switchport speed [16G | 32G | 4G | 8G | auto | unknown]
apic1(config-fc-pol-grp-if)# vsan-domain member dom1

ステップ 5 FCポートインターフェイスのインターフェイスプロファイルを作成します。サンプルコマン
ドシーケンスの FCポートインターフェイスのインターフェイスプロファイル lip1を作成す
るには、プロファイルの関連付け FCインターフェイスポリシーグループ ipg1、およびプロ
ファイルとその関連するポリシーが適用このインターフェイスを指定します。

例：

apic1# configure
apic1(config)# leaf-interface-profile lip1
apic1(config-leaf-if-profile)# description 'test description lip1'
apic1(config-leaf-if-profile)# leaf-interface-group lig1
apic1(config-leaf-if-group)# description 'test description lig1'
apic1(config-leaf-if-group)# fc-policy-group ipg1
apic1(config-leaf-if-group)# interface fc 1/1-4

ステップ 6 リーフプロファイルを作成し、そのリーフプロファイルにリーフインターフェイスプロファ
イルを割り当てて、そのプロファイルの適用先となるリーフ IDを割り当てます:

例：

apic1(config)# leaf-profile lp103
apic1(config-leaf-profile)# leaf-interface-profile lip1
apic1(config-leaf-profile)# leaf-group range
apic1(config-leaf-group)# leaf 103
apic1(config-leaf-group)#

リーフインターフェイスプロファイルリーフに関連付けると、リーフのリロードが

FCポートとしてこれらのポートを起動する必要があります。
（注）

REST APIを使用した FC接続の設定
FCが有効なインターフェイスと Epg REST APIを使用して、FCプロトコルを使用してこれら
のインターフェイスへのアクセスを設定することができます。

手順

ステップ 1 VSANプールを作成するには、次の例などと XML postを送信します。例では、VSANプール
vsanPool1を作成しに含まれている Vsanの範囲を指定します。
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例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/infra/vsanns-[vsanPool1]-static.xml

<!-- Vsan-pool -->
<fvnsVsanInstP allocMode="static" name="vsanPool1">
<fvnsVsanEncapBlk from="vsan-10" name="encap" to="vsan-11"/>

</fvnsVsanInstP>

ステップ 2 VLANプールを作成するには、次の例などとXMLpostを送信します。この例では、VLANプー
ル vlanPool1を作成しに含まれている Vlanの範囲を指定します。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/infra/vlanns-[vlanPool1]-static.xml

<!-- Vlan-pool -->
<fvnsVlanInstP allocMode="static" name="vlanPool1">
<fvnsEncapBlk from="vlan-10" name="encap" to="vlan-11"/>

</fvnsVlanInstP>

ステップ 3 VSAN属性ポリシーを作成するには、次の例のようにXMLでpostを送信します。例は、VSAN
属性ポリシー vsanattri1を作成し、vlan 10、vsan 10にマップし、vlan 11を vsan 11をマップし
ます。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/infra/vsanattrp-[vsanattr1].xml

<fcVsanAttrP name="vsanattr1">
<fcVsanAttrPEntry lbType="src-dst-ox-id" vsanEncap="vsan-10" vlanEncap="vlan-10" />
<fcVsanAttrPEntry lbType="src-dst-ox-id" vsanEncap="vsan-11" vlanEncap="vlan-11" />

</fcVsanAttrP>

ステップ 4 ファイバチャネルドメインを作成するには、次の例のように XMLで postを送信します。こ
の例には、VSANドメイン vsanDom1が作成されます。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/fc-vsanDom1.xml

<!-- Vsan-domain -->
<fcDomP name="vsanDom1">
<fcRsVsanNs tDn="uni/infra/vsanns-[vsanPool1]-static"/>
<fcRsVsanAttr tDn="uni/infra/vsanattrp-[vsanattr1]"/>
<infraRsVlanNs tDn="uni/infra/vlanns-[vlanPool1]-static"/>

</fcDomP>

ステップ 5 FCインターフェイスポリシーグループとを AEPを作成するには、XMLで postを送信しま
す。この例では、次の要求を実行します。

• FCインターフェイスポリシー fcIfPol1を含む FCインターフェイスポリシーグループ
portgrp1を作成します。

•添付されているエンティティを作成するVSANドメイン vsanDom1内のポートの関連付け
fcIfPol1の指定される設定 (AEP) AttEntP1のプロファイルします。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni.xml
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<polUni>
<infraInfra>

<infraFuncP>
<infraFcAccPortGrp name="portgrp1">

<infraRsFcL2IfPol tnFcIfPolName="fcIfPol1"/>
<infraRsFcAttEntP tDn="uni/infra/attentp-AttEntP1"/>

</infraFcAccPortGrp>

</infraFuncP>
<!-- PORT POLICIES -->
<fcIfPol name="fcIfPol1" portMode="np" speed='8G'/>
<infraAttEntityP name="AttEntP1">

<infraRsDomP tDn="uni/fc-vsanDom1"/>
</infraAttEntityP>

</infraInfra>
</polUni>

ステップ 6 FCポートにポート範囲 5 ~ 8を変換するには、次の例などの XMLで postを送信します。この
例では、次のリクエストを実行します:

•リーフノード 101を指定するノードセレクタ leafsel1を作成します。

• 5 ~ 8の範囲内でポートを指定するポートセレクタ portsel1を作成します。

• FCポートにこれらのポートを変換する FCインターフェイスポリシーグループを設定し
ます。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni.xml

<polUni>
<infraInfra>
<infraNodeP name="nprof1">
<infraLeafS name="leafsel1" type="range">
<infraNodeBlk name="nblk1" from_="101" to_="101"/>

</infraLeafS>
<infraRsAccPortP tDn="uni/infra/accportprof-pprof1"/>

</infraNodeP>
<infraAccPortP name="pprof1">
<infraHPortS name="portsel1" type="range">
<infraPortBlk name="blk" fromCard="1" toCard="1" fromPort="5" toPort="8">
</infraPortBlk>
<infraRsAccBaseGrp tDn="uni/infra/funcprof/fcaccportgrp-portgrp1" />

</infraHPortS>
</infraAccPortP>

</infraInfra>
</polUni>

FCインターフェイスポリシーグループを適用すると、スイッチのリロードは、FC
ポートとしてポートを起動する必要があります。

現在のみ FCポートに変換できるポートの 1つの連続した範囲と、この範囲にする必
要がありますが 4の倍数で終わるポート番号 4の倍数ことです。

例: 1 ~ 4、1 ~ 8、または 21-24にします。

（注）

ステップ 7 テナント、アプリケーションプロファイル、EPGを作成し、FCブリッジドメインをEPGに関
連付けるするには、次の例などとXMLpostを送信します。例では、FCおよびアプリケーショ
ン EPG epg1をサポートするように設定ターゲットテナントでブリッジドメイン bd1を作成し
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ます。これにより、EPGがVSANドメインvsanDom1およびインターフェイスのリーフスイッ
チ101で1/7へのファイバチャネルのパスに関連付けられます。各インターフェイスは、VSAN
に関連付けられます。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/tn-tenant1.xml

<fvTenant name="tenant1">
<fvCtx name="vfc_t1_v1"/>
<!-- bridge domain -->
<fvBD name="bd1" unicastRoute="no" type="fc">
<fvRsCtx tnFvCtxName="vfc_t1_v1"/>

</fvBD>
<fvAp name="app1">
<fvAEPg name="epg1">
<fvRsBd tnFvBDName="bd1"/>
<fvRsDomAtt tDn="uni/fc-vsanDom1"/>
<fvRsDomAtt tDn="uni/phys-vsanDom1"/>
<fvRsFcPathAtt tDn="topology/pod-1/paths-102/pathep-[fc1/7]" vsan="vsan-10"

vsanMode="native"/>
<fvRsFcPathAtt tDn="topology/pod-1/paths-102/pathep-[fc1/8]" vsan="vsan-10"

vsanMode="native"/>
</fvAEPg>

</fvAp>
</fvTenant>

ステップ 8 アップリンクポートへのピンサーバポートへのトラフィックのマップを作成するには、XML
で次の例などの postを送信します。トラフィックマップ vFC 1/47 FC 1/7に固定します。

例：

https://apic-ip-address/api/mo/uni/tn-tenant1.xml

<fvTenant name="tenant1">
<fvAp name="app1">
<fvAEPg name="epg1">
<fvRsFcPathAtt tDn="topology/pod-1/paths-102/pathep-[eth1/47]" vsan="vsan-10"

vsanMode="native">
<fcPinningLbl name="label1"/>

</fvRsFcPathAtt>
</fvAEPg>

</fvAp>
</fvTenant>

https://apic-ip-address/api/mo/uni/tn-vfc_t1.xml

<fvTenant name="tenant1">
<fcPinningP name="label1">
<fcRsPinToPath tDn="topology/pod-1/paths-102/pathep-[fc1/7]"/>

</fcPinningP>
</fvTenant>

トラフィックマップを固定すると、最初の時間が設定され場合、は、FCoEポートを
最初のトラフィックのマップを設定する前にシャットダウンする必要があります。

（注）
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